
20210219 帰りの会 

登下校の服装について 

令和 2年度 生徒総会をふまえて 

 

◇時と場に応じたふさわしいものを、自分で考え選択する主体性 

 

これからの社会で必要になる資質・能力を育む 
 

【共通理解事項】 

基本的には制服で登下校をすること。 

 

※ただし、以下のような場合には、各自の判断で学校指定の制服・体操服／ジャージを着用してもよい。

なお、常に制服は持参すること。 

 

＜天気：雨の場合＞ 

・各自の判断で、体操服／ジャージで登下校をしてもよい。 

⇒濡れたら学校で着替える等、健康面・衛生面に気を配り、行動すること。 

 

＜季節・気温：夏の暑い日＞ 

・各自の判断で、体操服で登下校をしてもよい。 

⇒部活動終了後は、汗をかいているので着替えることが望ましい。しかし、制服よりも体操服の方が 

速乾性・通気性に優れているため、熱中症予防として体操服で下校をしてもよい。 

 

＜季節・気温：冬の寒い日＞ 

・基本的に制服で登下校する。 

・防寒着として、手袋・マフラー／ネックウォーマー・セーター・タイツを着用してもよい。 

○タイツ 

黒色で無地のもの（柄やプリントがないもの）。ワンポイントは可。 

足首が覆われないスパッツやレギンス等でもよい。 

学校内での着用は認めるが、安全上体育の授業と部活動（運動部）では脱ぐこと。 

 

＜その他＞ 

現行の「生活のきまり」を確認して下さい。 

＜ルール見直しの目的＞ 


